
○中小企業を応援する業務改善助成金のご案内
　事業場内の最も低い時間給（時間換算額）を、40円以上引上げる企業に対して、労働能率の増進に資する設備・
機器の導入、就業規則の作成・改正、研修の実施に係る経費の１/２（小規模事業者は３/４、上限100万円）を
助成します。

【支給の要件】
①　賃金引上げ計画（事業実施計画）の策定
　　事業場内で最も低い時間給を40円以上引上げる（就業規則等に事業場内最低賃金額を規程）
②　引上げ後の賃金支払実績（確認期間として１回の支払い実績が必要）
③　業務改善の内容及び就業規則に対する労働者からの意見聴取
④　賃金引上げに資する業務改善を行い費用を支払うこと
　　業務改善の経費として合計10万円以上の支払いを行う。
【支給額：④の経費の１/２（小規模事業主（企業規模30人以下の事業場）は３/４、上限100万円）】
【支給回数：１回】
【申請先：新潟労働局　労働基準部　賃金室】
【業務改善助成金の対象となる経費の事例】
１　労働能率の増進に資する設備・機器の導入
　⑴　在庫管理、仕入業務の効率改善のためＰＯＳレジシステムの購入費用
　⑵　作業効率及び安全性の向上を目指した工場、店舗等の改装、機器等の購入費用
２　就業規則の作成や改正
　　事業場内最低賃金の引上げ等に伴う規定の作成・改正のための社会保険労務士の手数料
３　賃金制度の整備
　　事業場内最低賃金の引上げに伴う賃金制度見直しのための賃金コンサルタント経費
４　労働能率の増進に資する研修
　　新設備導入に必要な労働者の操作研修の費用

―　お問い合わせは　―
◎新潟県最低賃金相談支援センター
　新潟市中央区東大通２－３－26（新潟県社会保険労務士会内）　ＴＥＬ　０２５－２５０－７７５９

◎新潟労働局労働基準部賃金室
　新潟市中央区美咲町１－２－１　新潟美咲合同庁舎２号館　　　ＴＥＬ　０２５－２８８－３５０４
　申請書等の詳細はホームページへ　http://niigata-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

○労働保険の加入手続きはおすみですか。
「雇うことは、加入すること。労働保険」

　労働保険とは、労働者災害補償保険（一般に「労災保険」といいます。）と雇用保険とを総称した保険制度の
ことで、昭和50年に労働保険が全面適用されてからは、農林水産の事業の一部を除き、労働者を一人でも雇っ
ている事業主は労働保険の加入手続を行わなければならないことになっています。
　労働者とその家族の生活と安心のため、労働保険の加入は事業主の責任と義務です。成立手続を行うよう指導
を受けたにも関わらず、未手続の事業主には、保険料と追加の徴収金が課される場合があります。また、未手続
期間中に労働災害が発生した場合、保険給付の費用を徴収されることがあります。
※詳しくは新津労働基準監督署（０２５０－２２－４１６１）へご相談ください。
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《最近の求人の動向》
　ハローワークの新津管内における平成26年６月の有効求人倍率は0.88倍（パート含む全数）と前年同月より0.10ポイント
上昇しています。景気の回復傾向を受け当所においても、有効求職者数は38カ月連続で減少し、有効求人数は35カ月連続で
増加を続けています。産業別では、製造業、運輸業、卸売・小売業、飲食店・宿泊業で求人数の増加幅が大きくなっています。
　なお、求人倍率の上昇により、最近では企業の採用担当者の方から、思うように人材確保が進まないとの声が増えているよ
うに感じられます。

《来春新規学校卒業予定者の採用をお願いします。》
　平成27年３月新規高等学校卒業予定者の求人受理が６月20日から始まりました。
　一般求人と同様に新卒者向けの求人も増加傾向にありますが、全ての就職を考えている生徒が希望に沿った会社を選択でき
るだけの求人数がまだ確保できておりません。
　「就職」するということは、一人の人間にとって、生活の安定や社会参加を通じての生きがいを得る等生きていく上で極め
て重要なものです。学校卒業という大きな節目に適切な就職が出来ないと、生徒のその後の人生が大きく左右され、将来的に
フリーター、ニートにつながる心配もあります。
　このような状況から、生徒の就職意識は高くなってきており、企業においては人材確保の絶好の機会ともいえます。地域の
将来を担う労働力となる高校生の地元就職促進のために、求人申込みのご検討をお願いいたします。
　また、９月16日から高校生の採用選考が開始されますが、学校生活から職業生活に入る人生の重大な転機である就職を決
める採用選考が公正に行われるかどうかによって、将来が左右されることにもなります。採用選考時において就職差別につな
がるおそれのある質問を行ったり、不要な書類の提出を求める等しないでください。
　本人に責任のない事項や本来自由であるべき事項を基準とすることなく、職務を遂行するために必要な「適性」と「能力」
のみを基準として採否を決定してください。

《求人票に画像プラスα情報（写真やパンフレット）をご利用ください。》
　ハローワーク新津では、申し込んでいただいた求人票と併せて、会社案内・パンフレット・写真等を求人検索パソコンから
求職者の方に見ていただくサービスを行っております。
　求職者の方に職場内の作業風景や取扱商品、製品等の画像を見ていただくことで、事業所に対するイメージをより一層深め
てもらおうとするものです。
　画像情報掲載のご要望がありましたら、写真等をお持ちいただくか又はハローワークからカメラを持参で訪問することも可
能です。ご遠慮なくお申し出ください。

１ 再就職支援奨励金＜拡充＞
●労働移動支援助成金（再就職支援奨励金）は、事業規模の縮小等に伴い離職を余儀なくされる労働者等に対して、その再就職を実現するた
めの支援を民間の職業紹介事業者に委託して行う事業主に対して助成するものであり、労働者の再就職の促進を目的としております。 
●再就職支援奨励金の拡充内容は以下のとおりです。

●再就職支援奨励金を受給するためには、事業主が、事業規模の縮小等によって離職を余儀なくされる労働者に対して講じようとする再就職
支援の内容を記載した「再就職援助計画」をハローワークに提出しその認定を受けている必要があります。

●上記の拡充内容は、「再就職援助計画」を、施行日（平成26年3月1日）以降、離職日までにハローワークに提出した場合に適用になります。
●民間職業紹介事業者との再就職支援に係る委託契約の締結は、「再就職援助計画」の認定日以降、離職日までの間に行う必要があります。

２ 受入れ人材育成支援奨励金＜創設＞
●労働移動支援助成金（受入れ人材育成支援奨励金）は、①再就職援助計画の対象となった労働者等を雇入れるか、②移籍によって受入れる
か、③出向によって受け入れた後に移籍に切り換えるかし、その労働者に対して訓練（Off-JTのみ又はOff-JTとOJT）を行った事業主に対し
て助成するものであり、労働者の再就職の促進を目的としています。
●このたび新たに創設され、訓練の実施計画の提出日が施行日以降である場合に適用になります。
●支給対象者１人あたりの支給額は以下のとおりです。

拡充項目 現　　行 拡　　　　　　　　　　充
支給対象事業主 中小企業事業主のみ 中小企業事業主のみならず、中小企業事業主以外の事業主についても支給
支給段階 再就職実現時のみ 再就職実現時のみならず、再就職支援委託時についても支給

支給額
※【 】内は45歳以上の対
象者に係る支給額

委託費用の２分の１
【３分の２】

（中小企業事業主）　　　委託費用の３分の２　　【５分の４】
（中小企業事業主以外）　委託費用の２分の１　　【３分の２】
※委託総額または60万円のうち低い額を上限とする。
※支給額のうち10万円を再就職支援委託時に支給し、残りを再就職実現時に支給。

支給対象労働者の再就職実
現までの期間に係る要件
※【 】内は45歳以上の対
象者に係る要件

離職から２カ月以内
【５カ月以内】に再就職
を実現した場合に支給

離職から６カ月以内【９カ月以内】に再就職を実現した場合に支給

再就職支援の一部として訓
練・グループワークの実施
を委託した場合の上乗せ助
成《新設》

（なし）
（訓練）：月６万円（上限3 カ月分）を加算

（グループワーク）：３回以上で１万円加算

対象者に求職活動のための
休暇を付与した場合の助成
《新設》

（なし）
（中小企業事業主以外）　日４，０００円（上限90 日分）
（中小企業事業主）　　　日７，０００円（上限90 日分）
※再就職実現時のみ支給。　※委託の有無に関わらず、この項目単独でも支給可能。

訓練の種類 助成対象 支給額

Off－JT
賃金助成 １時間当たり８００円
訓練経費助成 実費相当額（上限３０万円）

OJT 訓練実施助成 １時間当たり７００円

求人の動向》

 

労働移動支援助成金が拡充されました（平成26年３月１日～）

●対象労働者が雇用されていた事業所と資本関係等からみて密接な関係
にある事業所は支給対象外になりますが、産業競争力強化法に基づく
計画の認定を受けた事業再編等である場合は、両者の間に密接な関係
があっても支給対象となる場合があります。

詳細は、新潟労働局、最寄りのハローワークにお問い合わせください。
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六
月
二
十
九
日
㈰
一
行
四
十
二
名
、
蒲
鉄
観
光

バ
ス
で
新
津
発
六
時
、
ひ
た
す
ら
関
越
自
動
車
道

〜
北
陸
自
動
車
道
を
、
日
本
海
を
眺
め
な
が
ら
ひ

た
走
り
富
山
県
へ
と
、
バ
ス
ガ
イ
ド
の
名
調
子
に

心
を
弾
ま
せ
宇
奈
月
温
泉
に
到
着
。
ト
ロ
ッ
コ
電

車
の
旅
は
、
こ
の
宇
奈
月
か
ら
始
ま
る
。

　

温
泉
旅
館
や
ホ
テ
ル
、
美
術
館
や
電
気
記
念
館

な
ど
、
観
光
名
所
が
い
っ
ぱ
い
の
駅
前
広
場
で
身

支
度
を
整
え
、
ト
ロ
ッ
コ
電
車
の
団
体
改
札
口
に

整
列
、
ま
わ
り
は
も
う
「
秘
境
黒
部
渓
谷
」。
旅

の
ス
リ
ル
は
早
く
も
全
開
で
す
。

　

ト
ロ
ッ
コ
電
車
に
乗
っ
て
片
道
一
時
間
二
十
分

の
大
自
然
の
旅
の
始
ま
り
で
す
。
春
の
新
緑
、
夏

の
清
流
、
秋
の
紅
葉
と
い
っ
た
四
季
折
々
の
見
ど

こ
ろ
が
満
載
。
い
く
つ
も
の
橋
や
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
な
が
ら
大
自
然
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
途
中
に
は

黒く
ろ
な
ぎ
が
わ

薙
川
に
架
か
る
高
さ
六
十
メ
ー
ト

ル
の
後あ

と
び
き曳

橋
、
鐘か

ね
つ
り釣

温
泉
の
秘
湯
露

天
風
呂
、
紅
葉
の
名
所
と
し
て
知
ら

れ
る
錦き

ん
し
ゅ
う
か
ん

繍
関
と
い
っ
た
絶
景
が
い
っ

ぱ
い
!
途
中
鐘
釣
駅
や
欅
平
駅
に
は

レ
ス
ト
ラ
ン
や
お
土
産
シ
ョ
ッ
プ
が

あ
り
、
休
憩
や
お
食
事
を
と
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
充
分
時
間
の
ゆ
る
す

限
り
、
黒
部
峡
谷
の
大
自
然
を
満
喫

し
て
ト
ロ
ッ
コ
電
車
は
、
欅
平
駅
か

ら
出
発
駅
の
宇
奈
月
へ
と
戻
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
趣
一
変
し
て
、
国
宝
見
学

へ
と
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
大
自
然
の

余
韻
に
浸
り
な
が
ら
も
一
路
高
岡
市

へ
と
出
発
、
国
宝
高
岡
山
・「
瑞
龍

寺
」
に
到
着
、
住
職
の
案
内
説
明
を

頂
き
、
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
乗
せ
て

バ
ス
は
新
津
へ
の
帰
路
に
…
…

　
〈
沿
革
〉

　

曹
洞
宗
高
岡
山
瑞
龍
寺
は
、
加
賀
二
代
藩
主
前
田
利
長
公
の
菩
提
を
弔
う
た

め
三
代
藩
主
利
常
公
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
寺
で
あ
る
。
利
長
公
は
高
岡
に
築

城
し
、
こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
。
加
賀
百
二
十
万
石
を
譲
ら
れ
た
異
母
弟
で
あ

る
利
常
公
は
、
深
く
そ
の
恩
を
感
じ
、
時
の
名
匠
山
上
善
右
衛
門
嘉
広
を
し
て

七
堂
伽
藍
を
完
備
し
、
広
山
恕
陽
禅
師
を
も
っ
て
開
山
と
さ
れ
た
。

　

造
営
は
正
保
年
間
か
ら
、
利
長
公
の
五
十
回
忌
の
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）

ま
で
の
約
二
十
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
当
時
、
寺
域
は
三
万
六
千
坪
、
周
囲
に

壕
を
め
ぐ
ら
し
、
ま
さ
に
城
郭
を
想
わ
せ
る
。

　

国
宝
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
建
造
物
は
山
門
、
仏
殿
、
法
党
で
、
総
門
、

禅
堂
、
大
庫
裏
、
大
茶
堂
、
回
廊
三
棟
が
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お

り
、
江
戸
初
期
の
禅
宗
寺
院
建
築
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

（中部山岳国立公園）
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㈱
佐
取
館
（
五
泉
支
部
）

　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長

林
　
　
　
聡
　
明　

　

二
〇
一
三
年
夏
、
五
泉
に
お
い
て
は
久
し
ぶ

り
の
大
規
模
な
花
火
大
会
が
、「
ご
せ
ん
ひ
ゃ

ん
で
花
火
」
と
し
て
二
十
二
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
は
五
泉
市
観
光
協
会

を
は
じ
め
五
泉
市
内
に
あ
る
三
つ
の
若
手
青
年

団
体
（
五
泉
青
年
会
議
所
、
五
泉
商
工
会
議
所

青
年
部
会
、村
松
商
工
会
青
年
部
）の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
昨
年
、
青
年
会
議
所
の

理
事
長
を
し
て
い
た
私
に
も
縁
が
あ
り
、
実
行

委
員
長
と
い
う
大
役
を
務
め
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
過
去
に
行
わ
れ
て
い
た
五
泉
で
の
花
火
大

会
開
催
に
携
わ
っ
た
経
験
が
あ
る
先
輩
か
ら

様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
戸
惑
い
な
が
ら

も
初
め
て
携
わ
る
メ
ン
バ
ー
が
多
い
中
で
し
た

が
、
心
を
一
つ
に
何
と
か
一
定
の
目
標
達
成
と

い
う
形
に
導
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
初
よ
り「
ご
せ
ん
ひ
ゃ
ん
で
花
火
」

は
市
民
参
加
型
の
花
火
大
会
を
目
指
し
て
お
り
、

費
用
面
で
も
、
店
頭
募
金
、
買
取
、
協
賛
と
い

う
三
通
り
の
参
加
方
法
を
設
け
、
企
業
・
団
体

の
み
な
ら
ず
個
人
か
ら
の
協
力
も
必
要
不
可
欠

と
な
っ
て
い
ま
す
。
初
め
は
雲
を
つ
か
む
よ
う

な
感
覚
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、多
方

面
よ
り
予
想
を
上
回
る
ご
協
力
を
頂
き
、
開
催

初
年
度
は
多
く
の
観
覧
者
の
素
晴
ら
し
い
笑
顔

に
出
会
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
開
催
に
携
わ
っ
た
か
ら
こ
そ
味
わ
え
た

感
動
の
ひ
と
時
だ
っ
た
事
と
思
い
返
し
ま
す
。

　

そ
し
て
二
〇
一
四
年
夏
、
引
き
続
き
二
回
目

と
な
る
「
ご
せ
ん
ひ
ゃ
ん
で
花
火
」
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
か
ら
は
更
に
市
民
参
加
型

と
い
う
事
を
強
く
意
識
し
、
新
た
に
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
に
よ
り
市
内
外
か
ら
多
く
の
方

が
開
催
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
次
回
開
催
時
の
印
刷
物

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
使
用
す
る
当
日
の
写
真

を
広
く
公
募
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
費
用

面
の
協
力
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
花
火
大
会
は

自
分
た
ち
が
関
わ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
と
い
う

気
持
ち
を
こ
の
様
な
取
り
組
み
を
通
し
て
少
し

で
も
市
民
の
方
に
拡
大
し
、
昨
年
私
た
ち
が
味

わ
っ
た
感
動
や
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
誇
り
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
「
ご
せ
ん
ひ
ゃ
ん
で
花
火
」
を
継

続
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
も
っ
と
五
泉
ら

し
い
独
自
性
と
市
民
の
想
い
を
込
め
た
開
催
が

課
題
と
は
な
り
ま
す
が
、
夏
の
夜
空
に
咲
く
儚

く
美
し
い
花
火
だ
か
ら
こ
そ
観
る
人
の
記
憶
に

残
る
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
が
年
老
い
た
時
に

五
泉
の
町
と
「
ご
せ
ん
ひ
ゃ
ん
で
花
火
」
が
活

気
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
事
を
想
像
し
て

止
み
ま
せ
ん
。
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㈮

❖❖（社会貢献活動）古切手・古タオル回収協力企業名  ❖❖　平成26年８月28日現在（到着順・敬称略）
【新津支部】
㈲ひっ越屋
㈱新潟三協
ＵＤトラックス新潟㈱
㈱飯野建設
㈱長尾草生園
㈱トップライズ
㈱徳永製作所
㈱新津食品流通センタ－
吉徳農機㈱
㈱横山組
㈱本間建設工業
㈱春日薬局
大同生命保険㈱
㈲宝島オート販売
越後天然ガス㈱
㈱斎藤建設
㈱土田商店
㈱イザワ靴店
㈱諸橋工務店
㈲アンドヴィーナス
阿部木材工業㈱
帆苅ブロック工業㈱
第四銀行新津支店
㈱四柳養樹園

（医）健進会
㈱トーヨービジネス
大宗建設工業㈱
㈲大幸工業所
㈱ジョイ明透
㈱坂電工業
二葉工業㈱
大幸食品㈱
阿部自動車興業㈱
㈱フタバ企画
㈲大野園芸
新津商工会議所
㈱新津運送
㈱新津自動車学校
㈲新津住設
㈲イタバシ
㈱大野建設
㈱満日製作所
Ｂ･Ｄコーポレーション㈱
㈲齋藤酒店
㈲ボデイショップばん
アクサ生命保険㈱
㈱新保組
㈲藤本電気
㈲押味塗装店

㈲村木呉服店
㈲共同計算
㈱共同企画
樋口鉄工建設㈱
㈱結興業
㈲渡辺産業
㈲新津清掃社
㈱飯野建設
㈲五十嵐会計
協立不動産㈱
㈱加藤茶鋪
㈲渡辺美容院
㈱アキハ
㈲野本時計店

【五泉支部】
㈱三栄ニット
東栄ドライ㈱
㈲ホテル平左ェ門
阿部木材工業㈱五泉営業所
五泉市民新聞社
㈱アルティスタ・インター
ナショナル
㈲大塚重機
㈱斎藤鉄工所

㈱波多野工務店
五泉信用組合
㈲加藤ヤイ工場
㈱タカトニット

【村松支部】
阿部印刷㈱
（特）心つくし会
㈱加藤生コン
㈱市川染工場
㈱轡田組
㈱松の家
㈲清紫園土木
㈱安中製作所
㈲神尾材木店
㈱加藤生コン
㈱慶八
㈱白瀧建設
㈱新瀧
㈲進来軒
㈲いしかわや
村松商工会
㈲佐々木電機店
㈲勝樹園
無記名

【小須戸支部】
㈱田中雨具
新潟第一消毒㈲
㈲オリジナルガーデン
㈲魚庄商店
㈲かまくらや
㈱新植
㈱高橋工業
㈱加藤製作所
丸井化学工業㈱
㈲板谷製材所
小須戸商工会
㈲三五郎

【東蒲支部】
㈲三川農水産加工食品
㈱小松屋商会
西興産㈱
㈲杉崎タイヤ工業所
㈲西興業自動車整備工場
㈲きりん堂
東新建設㈱
㈱古澤屋
麒麟山酒造㈱

〈講師プロフィール〉

㈲大清建設

【一般のご協力者】
㈲太田工業
阿部憲男
勝沼好孝
須貝トシオ
富井
湯田
沢田正子
山田（阿部建設）
小田順一事務所
伊藤多鶴子
市川正彦
市川ひさ子
小原芳子
木伏チヨ子
近藤みゆき
市川幸子
㈲四柳春光園

　

東
蒲
支
部
管
内
は
、
阿
賀
町
合
併
十
年
と
津
川
開
町

四
百
年
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

平
成
の
大
合
併
で
津
川
町
・
鹿
瀬
町
・
上
川
村
・
三
川
村
の
二
町
二

村
が
合
併
し
阿
賀
町
と
な
っ
て
十
年
目
で
す
。
ま
た
、
管
内
は
江
戸
時

代
ま
で
は
会
津
藩
で
小
川
の
庄
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
明
治
十
九
年
ま
で

は
福
島
県
に
属
し
て
い
た
と
い
う
、
全
国
で
も
特
異
な
地
域
で
す
。
慶

長
十
九
年
（
一
六
一
四
年
）
に
、
時
の
津
川
城
主
蒲
生
忠
知
（
母
が
徳

川
家
康
の
娘
）
が
津
川
を
町
と
称
し
た
と
さ
れ
て
か
ら
四
百
年
に
な
り

ま
す
。
会
津
若
松
か
ら
新
発
田
ま
で
の
会
津
街
道
が
と
お
り
、
往
時
は

会
津
藩
の
西
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、「
阿
賀
町
合
併
十
年
津
川
開
町
四
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
」
が
組
織
さ
れ
、
法
人
会
会
員
の
皆
さ
ん
始
め
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
の
ぼ

り
旗
を
町
内
に
設
置
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。
十
月
五
日
に
は
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

す
。
同
日
に
は
、津
川
地
域
市
街
地
で
第
十
五
回
「
つ
が
わ
狐
の
里
が
え
り
市
」
が
行
わ
れ
、

五
月
三
日
「
つ
が
わ
狐
の
嫁
入
り
行
列
」
の
主
役
の
花
嫁
花
婿
が
里
が
え
り
を
し
ま
す
。

　

阿
賀
町
が
節
目
の
年
を
迎
え
、
ま
た
、
法
人
会
も
公
益
社
団
法
人
と
な
っ
て
三
年
目
と
な

り
、
東
蒲
支
部
も
会
員
相
互
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

五
泉
市
で
は
、
八
月
二
日
㈯
に

毎
年
恒
例
の「
き
な
せ
や
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
や
来
場
者

ら
約
四
五
〇
〇
人
が
五
泉
の
夏
を

楽
し
ん
だ
。

　

当
日
は
、
市
内
小
中
学
校
や
各

団
体
が
熱
気
あ
ふ
れ
る
演
奏
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
。

　

そ
の
後
の
民
謡
流
し
で
は
、「
き

な
せ
や　

き
な
せ
や　

輪
に
な
っ

て
〜
」
と
、
き
な
せ
や
音
頭
や
五

泉
小
唄
に
合
わ
せ
て
、
各
団
体
、

飛
び
入
り
参
加
者
も
含
め
、
約

四
〇
〇
人
が
楽
し
く
汗
を
流
し

た
。
五
泉
の
新
し
い
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
こ
や
す
じ
ろ
う
」
く
ん
や
、
国

際
交
流
協
会
の
外
国
の
人
達
も
一

緒
に
踊
り
、
沿
道
の
観
客
ら
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
。

　

法
人
会
五
泉
支
部
女
性
会
で

は
、昨
年
に
引
き
続
き
、こ
の
「
き

な
せ
や
ま
つ
り
」
で
《
い
ち
ご
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
》
の
う
ち
わ
九
〇
本

を
配
布
し
、節
電
を
呼
び
か
け
た
。

こ
の
う
ち
わ
は
、
小
ぶ
り
で
カ
ワ

イ
イ
と
好
評
で
、
受
け
取
っ
た
う

ち
わ
を
見
な
が

ら
「
節
電
し
な

い
と
ね
〜
」
な

ど
と
、
親
子
で

話
し
て
い
る
様

子
も
見
受
け
ら

れ
た
。

‼
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